X 月 X 日、 私の 宅で、 「探偵 趣味の 会」 の 例会 を 開き 

ました。 随分 暑い 晩でした が、 でも、 集った の は 男の 

人が 五 人、 女の人が 三人、 私 を 加えて 都合 九 人、 薄暗 

もと なまず 

い 電燈の 光の 下で、 鯰の 血の ような 色 をした 西瓜 を 

かじり 乍ら、 はじめは、 犯罪 や 幽霊に 関する とりとめ 

もない 話 を 致しました。 

「 …… それにしても 九 人と いうの は 面白いで すねえ。 

ようば すう 

西洋の 伝説に ある 妖婆 は、 九と いう 数 を 非常に 好む と 

いう 話です から」 と、 会社員で 西洋 文学 通の N 氏 は 言 

い 出しました。 いつの 間に か 私たち は 怪談 気分に ひ 

たって 居た ことと て、 妖婆と いう 言葉が、 いつもより 



物凄く 私の 胸に 響きました。 

N 氏 は 続けました。 「シ ェク スピアの マクベス 劇で、 

三人の 妖婆が 魔 薬 を 煮 ると ころ は 可な リ恐 しい 思い を 

させられます。 その 魔 薬の 成分の 一 つと して、 子豚 を 

ひき 

九疋 食った 牝 豚の 血が、 鍋の 中へ 入れられ ますが、 あ 

の 無邪気に 見える 豚で も、 共食いす るかと 思う と、 何 

となく 気味の 悪い ものです ねえ …… 」 

あたか ひき こぶた 

こういって N 氏 は、 私たち 九 人が、 恰も 九疋の 子豚 

で、 今にも 牝 豚なら ぬ 妖婆が、 私たち を 食べに でも 来 

そうな 雰囲気 を 作り出しました。 

この 時、 弁護士の S 氏 は 言いました。 「どうです、 い 



ま、 共食いの 話が 出た 序に、 今晩は、 人間の 共食い を 

話題と しょうではありません か」 

だ いもく 

「いい 題目です。 皆さん どうです？」 と 私が 申し まし 

た。 

「大 賛成！」 「結構です わ！」 と 皆々 同意され ましたの 

で、 私 は 申しました。 

「先ず 隗ょリ 始めよ という ことがあり ますから、 最初 

に S さんに 御 願い 致しましょう」 

S 氏 は 頭を搔 いて、 「どうも、 とんだ こと を 言い出し 

ましたね え」 といい 乍ら、 でも、 すなおに 話し 始め ま 

した。 法律家で ある だけに、 穂 積 博士の 「隠居 論」 に 



次に 大衆 文芸 作家 K 氏の 日本文学に あらわれた 食 人 

の 話が あり、 それにつ いで、 男の 方 も 女の 方 も それ ぞ 

れ、 凄い、 面白い 話 をされ、 最後に C 子さん の番 にな 

りました。 C 子さん は 数年 前まで 看護婦 をして 居られ 

たのです が、 故あって 今 は タイピスト をして 居られ ま 

「それで は、 今度 は C 子さん に 御 願い 致しましょう」 

さ つ さ 

と 私が 申します と、 C 子さん は、 何故か 先刻から 二三 

ため いき 

度 太 息をついて 居られ ましたが、 この 時、 決心した よ 

うに 言いました。 

「思い切って 御 話す る ことに 致しましょう。 実は 私が 



看護婦 を やめ ましたの も、 ある 御 方の 食 人が 動機と 

なった ので 御座います。 でも、 この 御 話 は、 普通の 女 

の 方の 前で は、 何だか、 申しに くいと ころがあります 

から …… 」 

「いえ、 かまいません。 どうぞ 是非 話して 頂戴」 と 他 

の 二人の 女の 方が 口を揃えて、 熱心に 申しました ので、 

C 子さん は、 「それで は」 といつ て しずかに 話し はじめ 

ました。 

その 時、 ふと 私が 明け 放した 座敷から、 おもて を 見 

さそ リざ 

ますと、 蝎座の 星が 常よりも 鋭く 輝いて、 はや、 西南 

の 空の 地平線に 近いと ころへ 移って 居ました。 



△ △ 医科大学が、 まだ △△ 医学 専門学校と 申し まし 

た 時分の ことで 御座います、 私 は、 産婦人科 教室の 看 

護婦を 勤めて 居り ましたが、 患者の 受持 ではなく、 手 

術 場 を 受け持って、 手術の 際に、 ガ ー ゼを 渡したり 手 

術 道具 を 渡したり する 役 を 致して 居りました。 

主任教授 は T 先生と 申しまして、 その 頃 は 四十 前後 

の、 まだ 独身で 御座いま したが、 産婦人科の 手術に か 

けて は 日本で も 有数の 御 方で、 その上 弁舌に 巧みで い 

らっしゃい ましたから、 学校 内 は 勿論 世間で も大 へん 



よろ 

評判が 宜し ゆう 御座いました。 いくら 名医と 申し まし 

て も、 やはり 人間で ある 以上 誤診と いう こと は 免れ 得 

ません が、 T 先生 は 平素、 念に は 念 を 入れる 性質で し 

たから、 滅多に 誤診 はなく、 たまたま あっても、 患者 

の 生命に 少しの 影響 を も 及ぼしませんでした。 

ところが その T 先生が、 どうした ことか、 まあ、 い 

わば、 悪魔に でも 憑かれな さった のでしょう、 たった 

一度 だけ、 世に も 恐ろしい 誤診 をな さった ので 御座い 

ます。 それが ため、 先生 は 遂に その 身 を 亡ぼして しま 

われ、 私 も 看護婦と いう 職業 を 捨てた ので 御座います。 

それ は ある 夏の ことでした。 毎年、 夏期に は、 教室 



お よ 

で、 産婦人科 学の 講習会が 開かれ ますが、 その 年 も 凡 

そ 二十 五六 人の 聴講生が 御座いました。 聴講生と 言い 

ましても、 みな、 巿内ゃ 近在に 開業して 居られる 方ば 

かりで、 どなた も 相当な 経験 を 積んで 見えます から、 

ことさら 

T 先生 も 殊更に 注意 をせられ て、 手術の 時な ど、 私た 

ち の 準備 を 厳重 に 監督なさい ました。 

しきゅう せんいし ゆ てきしゅ つ 

ある 日、 T 先生 は、 子宮 繊維 腫の 患者に、 子宮 剔出 

手術 を 施して 講習 生に 示される ことにな りました。 そ 

の 患者 は 二十 五 歳の 未婚の 婦人で したが 三 ヶ月 ほど 前 

から 月の ものが とまり、 段々 衰弱して 来たので、 先生 

の 診察 を 受けた ところ、 子宮の 内壁に 繊維 腫が 出来て 



居る から、 子宮 を 全部 剔出し なければ ならない との 事 

で、 患者 も 覚悟 をき めて、 その 大手 術 を 受ける ことに 

なりました。 

御 承知で も 御座いま しょうが、 子宫を 剔出す るに は 

腹部から 致します のと、 局部から 致します のと 二通 リ 

の 方法が 御座います。 T 先生 は、 講習 生に 示す 関係 上、 

後の方 法 を 御 選びに なりました ので 私 ども は その 準備 

を 致しました。 手術室 は、 中央に 手術台が 置かれ、 そ 

の 手術台の まわりに 凡そ 一間 半 ほど 隔てて、 生徒た ち 

やす 

の 見学す る 台が、 手術 を 見易く する ために、 ちょうど、 

昔の 口 ー マの 劇場の ように、 一段々々 後ろへ 高くな つ 



さっさと 出て 行って しまわれました。 子宮 剔出の 手術 

は？ ？ ？ 〔# 二つ目、 三つ 目の 「？」 は 太字 U 講習 

生の 方々 は、 催眠術に でも かけられ たように ぼんやり 

した 顔 をして 見えました。 

暫 らくす ると、 患者の 子宮から、 はげしい 出血が あ 

りました。 主席 助手の 方 は、 極めて 落つ いた 性質で し 

たから、 応急の 手当 を 施され ましたが、 どうしても 血 

お つ 

が 止まりません ので、 私に、 T 先生 を 呼んで こいと 仰 

しゃいました。 私 は、 先刻からの 心の 打撃に、 ふら ふ 

らして 居た 矢先です からまる で 夢中に な つ て 先生の 御 

室に かけつけ ましたが、 T 先生 は 御いで になり ません。 



で、 産婦人科 教室に 属する すべての 室 を、 一 つ 残らず 

捜して 行き、 最後に、 建物の つき 当リ にある 図書室に 

行きます と、 T 先生 は 手に 血の ついた まま、 机に より 

かかって、 ある 書物 を 見つめて おいでになり ましたが、 

あしおと 

私の 跫音 をき くな リ、 その 頭 をむ つくり 上げて、 私の 

方 を 向いて 二 ッと御 笑いに なりました。 

ああ、 その 時の T 先生の 御顔！ 

先生の 口許に はべ つたり 血が ついて 居リ ましたが、 

はぐき まっか 

それば かりで なく 先生の 歯齦と 歯と は 真紅に 染まって、 

ちょうど 絵に かかれた 鬼の 口 を まのあたりに 見る よう 

で 御座いました。 はっと 思う と 気が 遠くな つて、 私 は 



図書室の 入口に たおれて しまった のです …… 

ここで C 子さん は、 暫 らく 話 を 中絶 させました。 私 

かたづ 

たち は 固 唾 を 呑んで、 その 続き を 待ち構えました。 

「私の 御 話と いうの はこれ だけで 御座います。 その 患 

者 は その 夜、 衰弱の ため 死亡 致しました。 先生 は それ 

から 長い間 精神科の 病室に はい つ て 居られ ましたが、 

先年 インフルエンザの 流行った 時、 肺炎に かかって 寂 

しく 死んで 行かれました。 

で、 最後に 残る 問題 は、 T 先生が 患者の 腹から 胎児 

まっか 

を 御 取り出し になった こと も、 T 先生の 口の 中が 真紅 

であった こと も、 果して 私の 錯覚であった かどう かと 



いう ことです。 然した とい 先生の 御 取り出し になった 

のが、 胎児でなかった としても、 T 先生が 誤診な さつ 

たこと は 事実であります しなお 又、 先生が、 その 疑問 

の 組織の ゃリ 場に 困って、 最も 安全な 隠し場所 として、 

御 自分の 胃袋 を 御 選びに なった こと も、 やはりた しか 

であると 思 つ て 居る ので 御座います。 

この ことがありまして から、 私 は 看護婦と いう 職業 

に 厭 気がさして、 現在の 職業に 移った ので 御座います 

…：- J 

(『新 青年』 一 九 二 五 年 十月) 
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